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長崎県に於ける糸状虫浸淫状况調査報告(II)

長崎大学風土病研究所臨床部第=研究室

片峰大助・田村祐治・藤巻博教・山崎豊彦・有里実行
かたみねだいすけ　たむらゆう　じ　　ふじまきひろのり　ヤま盲き三上ひこ　あb壬ごさねゆき

緒
I

先に学者の一人片嘩は山崎･吉田と共に最

近の長崎県特に島昧地方に於ける糸状虫浸浬

状況を調査報思した.今回はその後昭和27 ･

調　　査

今回の調香由は北抵の鷹島村,北高の戸石

村'田結村及び五島列島の奈田島(中学校生

徒)'小値賀町の五ケ町村で,地域別及び年

第1表　　地　域　別

･皇　=

28年魔の長崎異に於ける調査報告を取まとめ

て報告する.

調査の方針方珪は前報と同様である..

成　　績

令別に見た調香成績は第1表I第2真に示す

通りである｡侍発見した仔虫はすべてバンク

ロフト糸状虫であった.

最　澄　状　況
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鮨8　　　　　　　　　　　　　　片時・田村・藤巻・山崎・有里

戸石村の感染率は12ぷ5士1・1ヰ2％，田結

村地下部落の感染率は礼07ヰ±ヰ・114％を示

し，長崎市より15km内外のこれ等の土地に

も侍この様に濃い浸渾の存在するこ辛が注目

される．

－町村内に於ける浸霞の濃揆：多数の住民

又は殆ど全住民について採血を行った戸石村，

小値賀町の各部幕別に見た成績は第3表・第

ヰ表に示す通りである．表に見る様に各部落

の間には想像以上に授産度の濃淡があり，唯

一ケ所の調査甲みで町村全体の浸渾の状況を
戸

醸測することは出来ない．

第3表　戸石村部落別最淫状況
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第4表　　小値賀町部落別浸軽状況
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中学校生徒の仔虫保有率：以上の様に狭い

－町村内に於いても各部藩閥の授産度に濃淡

のあることは，既に森口も大江村の調餐で同
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様に報告しているが，と云つ耳一村の授渾度

調香に於いて村民全体についての検血を行う

第2国　戸石村・田結村に放ける中学生及び

一般住民の部落別件虫保有率
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長崎県に放ける糸状虫浸浮状況調査報告（Ⅰ〕 889

ことにま容易でない．

町村の中学校生徒は通常町村内の各部落出

身者を網薙、しているので，試みに戸石中学校，

田結中学校の全員の検血を行い，拙身部落別

に一般性民の仔虫保有率と比較してみた．そ

の成績は第2図に示す様に，一般住民の仔虫

保有率の低い岡，上戸石部落では，出身中学

生の仔虫保有率も低く，一般住民に於いて高

い保有率を示す川内，地下部落では出身中学

生の保有率も叉高くて，一般性民と出身中学

生の仔虫保有率は凡そ平行Lバている．

時間と労力及び調査費に制限をうけるこの

種の調査に於いては，先ず中学校生徒全員の

検血を実施することにより，その町村全体の

授産の概況を知ることが出来る．東この年令

層の仔虫保有者は感染後比較的新しいもので

あり，蔓延が今侍盛んに行われているかどう

かを知る上にも便利である．

本研究ほ昭和27年・昭和28年箆文部省科学研究費補助金の一部に依ったもの

で此処に記して謝意を表する．
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